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マインクラフトを用いた
水害シミュレーションに基づく防災意識の向上

吉備国際大学 高梁市街地立体観光マップ作製プロジェクト



・小学生チーム

・中学生チーム

マインクラフトで
避難場所を作製

①水害発生の
メカニズムを学習

②現地を視察

①成果を発表

②感想、振り返り

活動の流れ
①水害シミュレーション

(１回目)

④水害シミュレーション
(２回目)

③再度、避難場所を作製

②改善点を話し合う

①２通りの
水害シミュレーション

②一緒に動画を制作

プランの目的 マインクラフトを用いた水害シミュレーションで
防災意識を高める



小学生チーム

・過去に被災した経験をもとに、被害を最小限に抑えられる建物を考えた

・シミュレーションを重ね、より優れた避難場所の完成を目指した

・シミュレーションをリアルに体感してもらうため、子どもたちが住んでいる地域の地形を
Minecraftで再現

・思い描いたものをすぐに形にできるため、飽きることなく取り組むことができた

・子ども達の興味・関心の領域に、防災という領域を重ねることができた





中学生チーム
・水害発生のメカニズムを学習し、発生過程が複雑なことによる避難開始のタイミングの
難しさを実感することができた

・早期避難の重要性を感じ、他者に伝えるための動画制作に取り組んだ

・堤防の決壊場所に行き、国土交通省の担当者の方の説明を受けた

・豪雨災害の後に建てられた「まびふれあい公園」で当時のことを学習した





発表会

・真備地域の防災団体の方たちに向けて、これまでの成果を発表
・小学生チームは避難場所を建てる上で工夫した点や何を第一に考えたかを伝えた

・中学生チームは早期避難を呼びかける動画を紹介した

・段階的に学んだことで根拠を持って説明することができた(中学生)

・興味のあるMinecraftでの学習だったのでしっかりと記憶に残っていた(小学生)





OHK Yahoo!ニュース 倉敷ケーブルテレビ
マスメディア（テレビ・ニュース）での紹介



今後の活動予定
・防災カードゲームの実施

‣大学生を対象にしたプロトタイプのテストは過去に実施
‣対象は中学生の予定

‣カードゲームはリアルとデジタルのどちらにするか検討中



最後に...

‣適切なゴールを設けることで遊び(Minecraft)が学習へと変化

‣学びの土壌の完成＆伝道者の育成

‣Minecraftの可能性

‣ゲームを活用することで、子どもと大人の防災学習への関心の差を解消

‣Minecraftで子どもの学習意欲が向上



ご清聴ありがとうございました

高梁市街地立体観光マップ作製プロジェクト


